
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第

七
項
第
四
号
、
第
六
十
八
条
第
二
項
第
五
号
、
第
七
十
一

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
七
条
第
一
項
並
び
に
附

則
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関

ス
ル
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
四

号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
標
識
の
交
付
に
関
す
る
手
数
料
）

第
一
条
　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
七
項
の
政
令
で

定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
標
識
一
個
に
つ
き
千
七
百
円

と
す
る
。

（
特
別
保
護
地
区
の
区
域
内
に
お
け
る
許
可
を
要
す
る

行
為
）

第
二
条
　
法
第
二
十
九
条
第
七
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め

る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
で
あ
っ
て
、
環
境
大
臣

（
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
あ
っ

て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
が
指
定
す
る
区
域
内
及
び
そ

の
区
域
ご
と
に
指
定
す
る
期
間
内
に
お
い
て
行
う
も
の

（
道
路
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
に
お
い
て
行
う

も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
　
木
竹
以
外
の
植
物
を
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷

し
、
落
葉
若
し
く
は
落
枝
を
採
取
し
、
動
物
を
捕
獲

し
、
若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
動
物
の
卵
を
採
取

し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
（
農
林
漁
業
を
営
む

た
め
に
行
う
も
の
を
除
く
。
）
。

二
　
火
入
れ
又
は
た
き
火
を
す
る
こ
と
。

三
　
車
馬
を
使
用
す
る
こ
と
。

四
　
動
力
船
を
使
用
す
る
こ
と
（
漁
業
又
は
船
舶
運
航

の
事
業
を
営
む
た
め
に
行
う
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
犬
そ
の
他
鳥
獣
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
動

物
を
入
れ
る
こ
と
。

六
　
撮
影
、
録
画
若
し
く
は
録
音
を
し
、
又
は
鳥
獣
の

営
巣
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
方
法
と
し
て

環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
動
植
物
を
観
察
す

る
こ
と
。

七
　
球
具
そ
の
他
の
器
具
を
使
用
し
て
、
野
外
ス
ポ
ー

ツ
又
は
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
。

（
猟
区
管
理
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
条
　
法
第
六
十
八
条
第
二
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
猟
区
設
定
者
の
事
務
所
の
位
置

二
　
入
猟
申
込
み
の
手
続

三
　
入
猟
承
認
の
基
準

四
　
入
猟
承
認
の
通
知
方
法

五
　
入
猟
承
認
料
及
び
そ
の
納
付
の
方
法

六
　
入
猟
承
認
証
に
関
す
る
事
項

七
　
入
猟
者
の
守
る
べ
き
条
件

八
　
そ
の
他
猟
区
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ

て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の

（
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
等
）

第
四
条
　
猟
区
設
定
者
は
、
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
の
内
容
及
び
そ
の
理

由
又
は
猟
区
の
廃
止
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
　
法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微

な
事
項
は
、
法
第
六
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る

事
項
並
び
に
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
取
締
り
に
従
事
す
る
職
員
の
要
件
）

第
六
条
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
通
算
し
て
三
年
以
上
鳥
獣
の
保
護
若
し
く
は
管
理

又
は
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
行
政
事
務
に
従
事
し

た
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
に
基
づ
く
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て

生
物
学
、
地
学
、
農
学
、
林
学
、
水
産
学
、
造
園
学

そ
の
他
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
に
関
し
て
必
要
な
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
こ
れ
ら
を
修
め
て
同
法

に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者

を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
通
算
し
て
一
年
以

上
鳥
獣
の
保
護
若
し
く
は
管
理
又
は
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
行
政
事
務
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。附

　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年

四
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
猟
区
の
管
理
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
鳥
獣
保
護
及
狩

猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
。
以

下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
九
項
の
規
定
に

よ
り
委
託
を
受
け
て
い
る
者
は
、
法
第
七
十
三
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委

託
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

（
販
売
許
可
証
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
都
道
府
県
知
事
が
、
旧
法
第
十
三
条
ノ
二
の
規

定
に
基
づ
き
許
可
を
し
た
と
き
に
交
付
し
た
書
面
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
交
付
し
た
書
面
は
、
法
の
施
行
後

は
、
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ

た
販
売
許
可
証
と
み
な
す
。

（
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
区
域
及

び
そ
の
区
域
ご
と
に
指
定
す
る
期
間
に
つ
い
て
の
経
過

措
置
）

第
四
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
鳥
獣
保

護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
令
第
三
条
の
規
定
に
よ

り
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
て
い
る
区

域
及
び
期
間
は
、
改
正
後
の
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
環

境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
区
域
及
び
期

間
と
み
な
す
。

（
環
境
省
令
へ
の
委
任
）

第
五
条
　
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
こ
の

政
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
環
境
省
令

で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
二
日
政
令
第

三
二
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
四
月

十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
四
日
政
令
第

四
一
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
一
日
政
令
第
二
三

二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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